
・作業時間の制約にこだわり覆工板を開けた状態で
清掃・後片付け作業を行った。

事例51：無理な体勢で車に道具を積み込もうとしたところ、作業員が
路面覆工開口部へ転落

路面覆工開口部を避け、無理な体勢で手を伸ばしてユニック車の座席に道具を積み込もうとしたところ、作業員がバランスを崩し、路
面覆工開口部から約 下へ転落、水道管に足をぶつけ負傷した。現場では覆工板を閉じずに清掃・後片付け作業をしていた。

原因

・作業を早く進めようと、安易に開口部
付近に近づき、両手に道具をもった無
理な体勢で車のドアを開けようとした。

結果：負傷 教 訓

・両下腿骨骨折

行 動

①不必要な開口部は必ず閉じ
る。

②作業終了後の清掃・後片付
け作業は覆工板設置後に行
う。

③無理な体勢での作業を行わ
ない。

４ｔユニック車

水道管Φ350㎜

水道管Φ200㎜平 面 図
断 面 図

水道管
Φ200㎜

水道管
Φ350㎜

開口部

覆工板

転落

転 落
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事例52：工事現場の歩行者用通路を通行中の自転車走行者が、掘削穴に転落

工事現場の歩行者用通路を自転車に乗り、爪先キック走行中の通行者がバランスを崩し、掘削穴に転落した。ガードマンが現場を離れ
たわずかな隙に起こった事故である。

原因

・歩行者用通路に誘導員が不在で
あった。

結果：負傷 教 訓

・負傷 右目上裂傷、右目周辺擦過症
（擦り傷）

行 動

①わずかな時間でも誘導員が不在にな
らないよう、交代要員を用意する。

②交通誘導員に対する再教育により、

③強固で十分な高さのあるフェンスの
　設置等、歩行者が寄りかかっても倒
　れることがない墜落防護措置が必要
　である。

安全意識の徹底を図る。

・誘導員が現場を離れたため、通行人は、誘
導員が不在中に通りかかり、掘削穴に転落
した。

一歩通行路

歩行者通路

5.2m 6.4m
区 道

1.0m

0.9m

0.6m

掘削穴

工
事

中

水
道
工
事

バランスを崩し
掘削穴に転落

自転車進行方向
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